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孔
子
お

よ

び

彼
に

続
く
儒
家
ら

は
一

般
に

、

封
建
制
を

理

想
と
し
た

と

さ

れ

る
。

封
建
制
の

開
始
お

よ

び

維
持
に

必
要
な

要
件
と

し

て
、

王
が

近
親
者
な

ど

を

諸
侯

に

任
命
す
る

「

封
建
」

、

お

よ

び
王
位
や

諸
侯
位
を

含
む

君
臣
関
係
の

「

世
襲
」

が

挙
げ
ら

れ

よ

う
。

　
王
者
は、

自
ら

の

近
親
者
を
諸
侯
と

し
て

封
建
し、

ま

た

自
ら
の

子
孫
に

王

位
を

伝
え
る

。

こ

の

よ

う
な

「

身
内
贔
屓
」

は
、

王

位
に

付
随
す
る

当
然
の

権
利
で

あ

　
　
　
　
　

T）

る

と

考
え
ら
れ

た
。

　
し

か

し、

こ

の

よ

う
な
「

身
内
贔
屓
」

を

容
認
す
れ

ば
、

重
要
な
ポ

ス

ト

に

無
能
な
貴
戚
が

登
用

さ

れ
、

却
っ

て

そ

の

ポ
ス

ト

に

ふ

さ

わ

し
い

人
材
が

埋
も
れ
て

し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ

よ

ち

ま
う
危
険
が

生
じ

る
。

た
と

え
ば

『

孟

子』

に

お
い

て

は
、

舜
が
天
子
と

な
っ

た

際、

弟
で

あ
る

象
を

諸
侯
に

封
建
し

た

と

さ

れ

る

が、

象
は

封
国

を

治
め

る

能
力
を

有
し

な
か
っ

た

と

さ

れ

る

の

で

あ

る
。

君
主
に

よ

る

こ

の

よ

う
な
「

身
内
贔
屓
」

は、

根
本
的

に

は

「

尚
賢

」

す
な

わ

ち
有
能
な
人

材
を
登
用
す
る

と

い

う
立
場
と
衝

　
　
　
　
　
　
〔
2）

突
せ

ざ
る

を
得
な

い
。

　
同
様
に、

天

子
が

自
分
の

子
孫
に

天

子
位
を
伝
え
る

と

い

う
「

身
内
贔
屓
」

に

つ

い

て

も
、

天

子
の

子
孫
が

無
能
不

徳
で

あ
っ

た

場
合
に

は
、

よ

り

深
刻
な
問
題
が

生

じ

よ

う
。

　
本
稿
で

は
、

こ

の

よ

う
な

「

身
内
贔
屓
」

に

伴
う
問

題

に

対
し
て

孟
子
が

ど
の

よ

う
な
立

場
で

あ
っ

た

か
を

再
検
討
し

、

こ

れ

を
以

て

戦
国

中

期
に

お

け

る

孟

子
の
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孟

子
に

お

け

る

世

襲
王

朝
擁
護
論

　

　
　
　

　
　
（
3）

位
置
づ

け

を
考
え
る

。

1

放
伐
に

対
す
る

孟
子
の

立

場

　
禅
譲
と

放
伐
と

は
、

一

般
に

相
反
す
る

継
承
法
だ
と

考
え
ら
れ

が

ち
で

あ
る

が
、

い

ず
れ

も
王
権
の

世
襲
を

破
壊
す

る

と

い

う
効
果
を
持
つ

と

い

う
点
で

共
通
す

る
。

　
さ
て

孟

子
は
、

そ
の

所
謂
「

民
本
主
義
」

な

ど

か

ら
、

君
主
権
を
制
限
す
る

傾

向
を
持
つ

と

解
さ

れ

る

こ

と

が
一

般
的
で

あ
る

。

こ

れ

に

関
連
し

て、

孟

子
は

禅

譲

や

放
伐
（
易
姓
革
命
）

を

是
認
し、

世
襲
に

批

判
的
だ
っ

た

と
観
念
さ

れ

る

こ

と

も
多
い
。

た

と

え

ば、

　
　
禅
譲
制

が

も
っ

と

も

理

想
の

国
家
形
態
で

あ
る

と
、

戦
国
時
代
の

儒
家

、

と

く
に

孟
子
た

ち
は

考
え

て

い

た

の

で

あ
る

。

…

…

す
で

に

こ

の

禅
譲
制
が

現

実
に

お

　
　
い

て

消
滅
し

て
、

実
力
競
争
一

途
の

時
代
で

あ
る

戦
国
時
代
に

あ
っ

た

孟
子
ら

は
、

禅
譲
制
を
理

想
と

し

な
が
ら
も
、

も
は

や

そ
れ

を
実
現
す
る

こ

と

は

で

き

な

　
　
い

こ

と

を

知
ら
ね
ば

な

ら

な
か
っ

た
。

だ

か

ら
、

現
実
の

政

治
が

不

正
・

不
義
を

行
っ

て

い

る

な

ら

ば
、

そ

れ
は

世
論
に

従
っ

て
、

そ

の

王

朝
を
武
力
で

打
倒
す

　
　
る

こ

と

は

や

む

を
え

な
い

と

し

た
の

で

あ
り、

放
伐
制
を
是
認
し
た

わ

け

で

あ
る

。

（
貝
塚
茂
樹
・

伊
藤
道

治
『
中

国
の

歴

史
1

』 、

講

談
社、
一

九
七

四

年、

四
．

八

頁）

の

如
き
は
、

そ
の

典
型
的
な

例
で

あ
ろ

う
。

だ

が

他
方
に

は
、

　
　
我
們
若
能
細
読
儒
家
中
孟、

荀
両

大
師
的

書
，

便
可

知
道
他
們
実
在
並

不
賛
成
禅
譲
説

。

（
顧

頡
剛

「

禅

譲

伝
説
説

起
於

墨
家

考
」 、
『
史
学

集
刊
』

，
、

一

九
＝ ．
六

年。

　
　
の

ち
「
古
史
弁』

七）

　
　
蓋

し

孟

子
の

本
意
と

す

る

所
は

、

寧
ろ

君
の

子
が、

君
位
を

践
む

を

当

然
と

為
す
に

在
り
。

（
副
島

義
、

「

継
世

君
主

制
に

関
す

る

孟

子
の

見
解
」 、
『
東
洋

文

化』
一

二

　
　
一
、
一

九
三

四

年）

な
ど
の

如
き

、

孟

子
は

禅
譲
に

賛
成
し

な

か
っ

た

と

す
る

指
摘
も

あ
る

。

　
以
下

で

は

ま
ず、

天

子
位
世
襲
の

破
壊
の

う
ち

非
平
和
的

な
手
段
に

よ

る

も
の、

す
な

わ

ち

湯
・

武
に

よ

る

放
伐
に
つ

い

て

の

孟

子
の

立

場
を
確
認
す

る

こ

と

と

す

る
。
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商
湯

や

周
武
王

に

よ

る

放
伐
は

、

孟

子
の

独
創
に

出
る
｝、
説
話
」

で

は

な

く、

当
時
ひ

ろ

く
流
布
し

て

い

た

「

史
実
」

で

あ
っ

た
，

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　p
扛

　
　

　

　
　

　
　

　
　．，
た

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　．」
れ

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

广
4旭

　

　
斉
宣
王

問
い

て

曰

く、
「

湯
は

桀
を

放
ち、

武
王

は

紂
を
伐
つ

と
．

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
「

伝
に

於
て

之
有
り
。

」

（『
孟
子

』

梁
恵

王

「）

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　

諸
有
り
や

。

」

孟
子
対
え

て

曰

く、

こ

こ

に

お
い

て

孟

子
は、
「

於
伝
有
之

。

」

と

消
極
的
な
認
め

方
を

し

た

上

で
、

そ
の

独
特
の

「

仁
」

「

義
」

説
に

よ

っ

て

武
王
の

行
為
を

正

当
化
し

、

下

記
の

よ

う
に

述
べ

る
。

　

　
　
　
　

　

　
そ

こ

な

　

　
曰

く、
「

仁
を
賊
う
者、

之

を

賊
と

謂
い
、

義
を

賊
う
者、

之
を
残
と
謂
う

。

残
賊
の

人、

之

を
一

夫
と

謂
う

。

｝

夫
の

紂
を
誅
せ

し

を
聞
く
も

、

未
だ
君
を

弑

　

　
す

る

を

聞
か

ず
。

」

筒）

孟
子

に

よ

る

と
、

事
件
と
し

て

の

武
王

伐
殷
よ

り
も
以

前
に

、

理

念
上

の

天

子
位
移
転
が
す
で

に

実
現

し
て

い

た

と

さ
れ

る
。

ま
ず
紂
が

天
命
を

失
い
、

代
わ
っ

て

周

文
王

が

天

命
を
受
け

る
。

こ

の

よ

う
な

「

革
命
」

が

既
に

行
わ

れ

た

後
に
、

文
王

か

ら
天
子
位
を
継
い

だ

周
武
王

が
、

既
に

天

子
位
を

失
っ

て

い

る

紂

を

誅
殺
す
る

の

　
〔
5　

で

あ
る

。

　

し

て

み

る

と
、

武
王

に

よ

る

伐
殷
は
、

殷
周
間
の

天

子
位
移
転
の

原

因
で

も

な

く
、

必
要
条
件
で

す
ら

な
い

。

も
し

武
王
が
一

夫
紂
を
誅
殺
せ

ず、

紂
や

そ

の

子
孫

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
（
6｝

が
殷
を

保
ち
続
け
た

と

し

て

も、

殷
周
間
の

「

革
命
」

は

既

に

成

立
し

て

い

る

こ

と

に

な
る

。

　

周
武
王

に

よ

る

伐
殷
は、

殷
紂
と

周
文
王

と
の

間
に

起
き
た

革
命
の

結
果

で

は

あ
っ

て

も、

そ

の

原
因
で

は

な
い

。

す
な
わ

ち

孟
子
に

と
っ

て
、

放
伐
と

い

う
軍

事

行
動
は
、

天
子
位
移
転
を
引
き
起
こ

す

行
為
で

は

な
い

の

で

あ
る

。

こ

れ

は

「

放
伐
に

よ
っ

て

は

革
命
は

成
立
し

な
い
」

と

す
る

論
で

あ
り、

そ

の

意
味
で

孟
子
は
、

放
伐
を

い

わ

ゆ

る

放
伐
と
し

て

は

認
め

な
い

と

言
え

る
。

　

ま
た

孟

子
に

よ

る

と
、

た

と

え

暗
君
で

も
、

継
世
君
主
で

さ

え
あ
れ

ば

原

則
と

し

て

天

命
を
保
ち、

天

命
と

王

位
と

を
子
孫
に

伝
え
る

こ

と

が

で

き
る

。

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
お

こ

　

　
湯
よ

り
武
丁
に

至

る、

賢
聖
の

君
　
六
・

七

作
る

．

天

下
の

殷
に

帰
す
る

こ

と

久
し
。

久
し

け

れ

ば

則
ち
変
じ
難
し。
（
『

孟

子』

公
孫
丑

上

　

そ

し

て

天
命
の

移
転
は、

継
世
君
主
が

桀
や

紂
の

ご

と

き
極
端
な
暴
君
で

あ
っ

た

場
合
に

の

み

発
生

す
る

例
外
的
な

事
態
で

あ
る

と

さ

れ

る
。

夏

啓
・

殷
大
甲
・

周

成
王

の

ご

と

き
凡
庸
な

継
世
君
主

は
、

益
・

伊
尹
・

周
公
の

ご

と

き

賢
臣
に

位
を

簒
わ

れ

る

こ

と

な
く、

天

下

を
保
有
す
る

の

で

あ
る
。

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

た

も

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
こ

と

　

　
継
世

も
て

以

て

天

下

を

有
ち

、

天

の

廃
す
る

所
は、

必
ず
桀
・

紂
の

若
き
者
な

り。

故
に

益
・

伊
尹
・

周
公
は

天

下

を
有
た

ず
。

〔
「
孟

子
』

万

章
上）

以
上

の

よ

う
に

孟
子
は
、

た

と

え

後
嗣
が

凡
庸
で

あ
っ

た

と
し

て

も
、

天

子
位
は

原
則
と

し

て

世

襲
さ

れ

る
べ

き
だ

と

考
え
て

い

た
。

非
血

縁
者
へ

の

天

子
位
移
転
と

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
（
7〕

は、

異
常
な
事
態
に

お

い

て

の

み

認
め

ら

れ

る

例
外
で

あ
り、

決
し

て

孟

子
の

中
心

的
な

主

張
で

は

な
い
。

　

　
　
　
　
孟

子
に

お

け

る

世

襲
王
朝

擁
護
論
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孟

子
に

お

け

る

世

襲
王

朝
擁
護
論

2

天

子
位

禅
譲
に

対
す
る

孟

子
の

見
解

　
で

は
、

世
襲
が

破
壊
さ
れ

る

も
う
一

方
の

ケ
ー

ス

で

あ
る

「

禅
譲
」

に

つ

い

て

は、

孟

子
は

ど

の

よ

う
に

考
え
て

い

た

の

か
。

天

子
位
の

禅

譲
に

対

す

る

孟
子
の

立

場

と

諸
侯
位
の

禅
譲
に
つ

い

て

の

そ

れ

と

が

若
干
異
な
っ

て

い

る

た

め
、

こ

れ

ら
を

分
け

て

考
え

る

こ

と

と
し
た
い
。

　
ま

ず
原
則
と

し

て

孟

子
は

、

天

子
の

恣
意
に

よ

る

天

子
位
禅
譲
を

認
め

な
い

。

こ

の

こ

と

は

　
　
天
子

　
天
下

を
以

て

人
に

与
う
る

能
わ

ず
。

（
『

孟

子』

万

章
上
V

と

明
言
さ
れ

る
。

　
し

か

し
孟
子
と
い

え
ど

も
、

堯
か

ら

舜
へ

の

禅
譲、

舜
か

ら

禹
へ

の

禅
譲
と

い

う
「

史
実
」

は

追

認
せ

ざ
る

を

得
な

い
。

こ

の

よ

う
な

「

史
実
」

を

認
め、

な
お

か

つ
、

こ

れ
ら

二

例
以
外
の

禅
譲
を

実
質
的
に

禁
止
す
る

た

め

に
、

孟
子
は

き
わ

め

て

厳
し

い

条
件
を

設
定
す
る

。

　
ま
ず
当
然
な
が

ら、

天
子
の

後
嗣
以

外
に

、

舜
・

禹
の

よ

う
な
有
徳
の

非
血

縁
者
が

存
在
し

な
け
れ

ば、

禅
譲
は

起
こ

り
得
な
い
。

　
そ

し

て、

も
し

有
徳
者
が

存
在
し

て

も、

天

子
が

有
徳
者
へ

禅
譲
す
る

意
思
を
表
明
し

な

け
れ

ば
、

有
徳
者
で

は

な
く
嗣
子
が

自
動
的
に

天
子
位
を
世
襲
し

て

し

ま

う。

た

と
え

ば

孔
子
は

、

天

子
の

任
に

堪
え

得
る

有
徳
者
で

あ
り
な
が

ら
、

天

子
か

ら

禅
譲
の

意
志
表
示
を

受
け
な

か
っ

た

た

め

に

天

子
と

な
る

こ

と

が

で

き
な

か
っ

た

と

さ
れ
る

。

　
　
　
　

　

　
　
　
　

た

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

こ

　
　
匹
夫
に

し

て

天

下

を
有
つ

者
は、

徳
必
ず
舜
・

禹
の

若
く
し

て、

又
た

天
子
の

之
を

薦
む

る

有
る

者
な
り

。

故
に

仲
尼
は

天
下

を

有
た

ず。
（
『

孟
子』

万

章
上）

　
さ

ら

に、

上
記
の

要
件
を

満
た

し

た

場
合
で

も
、

有
徳
者
が

摂
政

と

し
て

統
治
の

実
績
を

積
み、

天

や

民

か

ら
承
認
を

受
け
な
け
れ

ば
、

や

は

り
禅
譲
は

実
現
し

な

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　【
8〕

い
。

た

と
え
ば
益
は、

禹
か

ら

禅
譲
の

意
思
を
表
明

さ

れ

た

有
徳
者
で

あ
る

が、

こ

の

要
件
を
欠
く
た

め

天

子
と
な
る

こ

と

が

で

き

か
っ

た
。

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
む

か

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

れ

　
　
天
子
　
能
く
人

を

天
に

薦
む

る

も、

天
を
し

て

之
に

天
下

を

与
え
し

む

能
わ

ず
。

…
…

昔
者、

堯
　
舜
を
天

に

薦
め

て

天

之
を

受
け、

之

を

民
に

暴
し

て

民
之

を

　
　
受
く

。

（
『
孟

子
』

万

章
上）

　
　
舜

　
堯
に

相
た

る

こ

と

二

十
有
八
載、

人

の

能
く
為
す
所
に

非
ざ
る

な
り、

天

な

り
。

（
同）

　
　
　
　

　
こ

れ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　

し

よ

ろ　

　
　
丹
朱
は

之
不
肖、

舜
の

子
も
亦
た

不

肖
な

り。

舜
の

堯
に

相
た

り、

禹
の

舜
に

相
た
る

や、

年
を

歴
る

こ

と

多
く

、

沢
を
民
に

施
す
こ

と

久
し

。

啓

　
賢
に

し

て
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能
く

敬
み

禹
の

道
を

承
継
す。

益
の

禹
に

相
た

る

や、

年
を

歴
る

こ

と

少
な

く、

沢
を

民

に

施
す
こ

と

未
だ

久
し

か

ら

ず。

舜
・

禹
・

益
の

去
に

相

た

る
こ

と

久

　

　
　
　
　
ちア
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
み

な

　

　
し

き

と

遠
き
と

、

其
の

子

の

賢
な

る

と

不
肖
な

る

と
、

皆
天

な
り。

人
の

能
く
為
す
所
に

非
ざ
る

な
り。

筒）

相
、

当
作
去
声。

去、

当
作
之

。

遠、

当
作

　

　
近

。

（
陳

天
祥
『
四

書

弁
疑
』）

　

孟

子
に

よ

る

と
、

こ

れ

ら

の

要
件
が
｝

つ

で

も
欠
け
る

と

自
動
的

に

世
襲
が

行
わ

れ

る

こ

と
と

な

る
。

こ

れ

は

実
質
的
に
、

天

子
位
禅
譲
を

禁
止

し

て

世
襲
を

追
認
・

正
当
化
す
る

論
だ

と
い

え
よ

う
。

　

ま
た

孟

子
は
、

世
襲
に

対
す
る

禅
譲
の

価
値
的
優
位
を
否
定
す
る

。

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　

こ

れ

あ

　

　
万
章
問
い

て

曰

く、
「

人

　
言
有
り
。

禹
に

至
り
て

徳
衰
え

、

賢
に

伝
え
ず
し
て

子
に

伝
う
と
。

諸
有
り

や。
」

孟
子
曰

く、
「

否
。

然
ら
ず

。

天

　
賢
に

与
う
れ

　

　
ば
、

則
ち
賢
に

与
う

。

天

　
子
に

与
う
れ

ば
、

則
ち
子
に

与
う

。

…

…

孔
子
曰

く、

唐
・

虞
は

禅
り、

夏
后
・

殷
・

周
は

継
ぐ

。

其
の

義

　一

な

り
と

。

」

（『
孟

　

　
子
』

万

章
上）

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　（
9∀

　

こ

の

議
論
は

当
然、

当
時
に

お
い

て

「

禅
譲
は

、

世
襲
よ

り
も
道
徳
的
に

優
れ

て

い

る
」

と
す
る

議
論
が

あ
っ

た
こ

と

を

前
提
と

す
る

。

聖
人

で

あ
る

は

ず
の

禹
が

世
襲
王
朝
を

創
始
し
た

と

い

う
「

史
実
」

は、

禅
譲
を
賛
美
せ

ん

と

す
る

者
に

と
っ

て

は

重
要
な

障
害
と

な

ろ

う
。

こ

の

問
題

は
、

『

孟

子
』

に

先
行
す

る

『

唐
虞
之

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　〔
m〕

道
」

に

お
い

て

も

意
識
さ
れ

た

形
跡
が

見
ら

れ

る
。

孟
子
は

こ

の

問

題
に

対
し

て
、

禹
の

「

徳
」

が

劣
る

と

す
る

説
を
「
否。

不
然
也

。

」

と

強
く
否
定
し

、

ま
た
、

孔
子
の

発

言
と

い

う
（
お

そ

ら

く
架
空
の
）

権
威
を

持
ち
出
し

て

「

世
襲
と

禅
譲
と

の

問
に

価
値
の

優
劣
は

な
い
」

と
主

張
す
る

の

で

あ
る

。

こ

れ

は

単
に

「

禅
譲
と

世
襲
と

の

価
値
は

等
し
い
」

と

す
る

主
張
で

あ

る

に

と

ど

ま
ら

ず、

禅
譲
を
賛
美
す

る

と
い

う
当
時
の

思

潮
に

対
抗
し

て

世
襲
の

価
値
を

高
め

よ

う
と

す

る
、

ダ

イ

ナ

ミ

ッ

ク

な
主

張
で

あ
っ

た

と
考
え
ら

れ

る
。

　

以
上

の

よ

う
に

孟
子
は
、

天

子
位
の

禅
譲
を

実
質
的
に

禁
止
し、

か

つ

天
子
位
世

襲
を
擁
護
し

て
、

世
襲
の

道
徳
的
価
値
を
禅
譲
の

そ

れ

と
同
じ

に

ま

で

高
め

よ

う

と

努
め

て

い

る
。

天
子
位
世

襲
を
擁
護
せ

ん

と
す
る

孟
子
の

立
場
は、

も
は

や

明
ら

か

で

あ
ろ

う
。

　

で

は

孟
子

は
、

諸
侯
位
の

世
襲
に

つ

い

て

は、

ど

の

よ

う
に

考
え
て

い

た

の

か
。

章
を
改
め

て

検
討
す

る
。
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孟

子
に

お

け
る

世

襲
王

朝
擁

護
論

3

諸

侯
位
禅
譲
に

対
す
る

孟
子
の

見
解

　
『

孟

子
』

に

お

い

て

は、

諸
侯
と

は

天

子
に

よ
っ

て

封
建
さ
れ

、

そ

の

地

位
を
世
襲
す
る

者
と

さ

れ

る
。

　

と
こ

ろ

で、

孟

子
に

お

け

る

封
建
と
は

、

臣
下

の

個
人
的
な
徳
性
・

能
力
に

対
し

て

施
さ

れ

る

も
の

で

は

な

く、

君
主
の

個
人
的

な

「

親
愛
」

の

発
露
と

し

て

行
わ

れ

る
。

こ

の

た

め

孟
子
に

お
い

て

は
、

受
封
者
に

は

天
子
の

近
親
者
で

あ
る

こ

と

の

み

が
求
め

ら

れ
、

統
治
能
力
や

徳
性
な

ど

は

求
め

ら
れ

な
い
。

こ

の

こ

と

は、

下

に

引
く
議
論
に

よ

り
明
ら

か

で

あ
る

。

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
み

な
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　
し
ょ

う

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
な
に

　

　
万

章
曰

く、
「

舜
…

…

四

た

び

罪
し

て

天

下
咸
服
す。

不
仁
を

誅
す
れ

ば

な

り
。

象
は

至
り
て

不
仁
な

る

に、

之
を

有
庫
に

封
ず

。

有
庫
の

人、

奚
の

罪
か

あ

ら

　

　
　
　
　

　

も

と

よ

　
か

く

　

　
ん

。

仁
人

　
固
り
是
の

如
き
か

。

他
人
に

在
り

て

は

則
ち
之
を
誅
し、

弟
に

在
り
て

は

則
ち
之

を
封
ず

。

」

（
孟
子）

曰

く、
「

仁
人
の

弟
に

お

け
る

や、

…

…

之

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
そ

ニ

な

　

　
を
親
愛
す
る

の

み
。

…

…

象、

其
の

国

に

為
す

こ

と
有
る

を

得
ず。

天
子
　
吏
を

し

て

其
の

国

を

治
め

し
め
、

其
の

貢
税
を
納
れ

し

む
。

…

…

豈

に

彼
の

民
を
暴

　

　
う
を

得
ん
。

」

（「
孟
子
』

万
章
上）

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　（
11）

こ

れ
は、

天

子
で

あ
る

舜
が

、

不
仁
な
異
母

弟
で

あ

る

象
を
諸
侯
に

取
り
立
て

た
、

と

い

う
有
名
な

「

史
実
」

に

か
か

わ

る

問
答
で

あ
る

。

　

孟
子
に

よ

る

と

象
は
、

諸
侯
の

地
位
に

は

あ
る

も

の

の
、

実
際
に

は

行
政

に

携
わ

ら

ず、

つ

ま
り
領
民
に

危
害
を
加
え

る

機
会
を
与
え

ら

れ

ず
に
、

た

だ

「

貢
税
」

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
（
里

を

受
け

取
る

だ

け

の

存
在
と
さ

れ

る
。

こ

れ

は
、

『

孟
子
』

に

お

い

て
、

「

仕
者
」

の

子
孫
が

「

世
禄
」

を
受
け
つ

つ

も

「

世
官
」

を
与
え

ら

れ

な
い

の

に

酷
似
す
る

。

　

さ
て

孟
子
に

よ

る

と、

諸
侯
に

徳
性
や

能
力
が

無
く
と

も、

こ

れ
を

い

わ
ば

「

飼
い

殺
し

」

に

し

て
、

「

吏
」

が

業
務
を
代
行
し

さ

え

す
れ

ば
よ

い
。

ま

た、
「
吏
」

が

諸
侯
の

全
権
を

代
行
で

き
る

ほ

ど

有
能
で

あ
っ

て

も、

彼
は

「
吏
」

の

位
置
に

留
め

置
か

れ、

無
能
な

諸
侯
が

彼
と
交
代
さ

せ

ら

れ

る

こ

と

は

な
い

。

何
と

な

れ

ば、

諸
侯
位
と

は

天

子
の

血

縁
に

対
し

て

与
え
ら

れ

る

特
権
で

あ
り、

い

っ

た

ん

与
え
ら

れ

て

以

降
は
、

与
え
ら

れ

た

血
族
の

内
部
の

み

で

継
承
・

管
理

す
べ

き

も

の

だ

か
ら

で

あ
る

。

そ
の

よ

う
に

考
え
れ

ば
、

下
記
の

問

答
に

お

い

て
、

な
ぜ

諸
侯
の

親
族
の

み

が

「

易
位
」

の

権
限
を
有
す
る

の

か

も
理

解
さ
れ

よ

う
。

　

　
（
斉
宣
）

王

曰

く、
「

請
う
貴
戚
の

卿
を
問

わ

ん
。

」

（
孟
子）

曰

く
、

「

君
に

大
過
有
れ

ば
則
ち
諫
め

、

之

を

反

覆
し

て

聴
か

れ

ざ
れ

ば
則
ち
位
を

易
う。
」

（
「
孟

　

　
子
』

万

章
下）

貴
戚
の

卿、

内
外
の

親
族
を

謂
う

。

（
趙
注）

そ
し
て
、

諸
侯
（
を
出
す
一

族）

を
指
定
す
る

こ

と

は、

天

子
の

専
権
事
項
な
の

で

あ
る

。

従
っ

て
、

諸
侯
が

非
血

縁
者
に

対
し

て

そ

の

地
位
を

禅
譲
す
る

こ

と

は
、
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天

子
の

権
限

を

侵
す

こ

と

に

も

な
り、

孟

子
は

こ

れ

を
是

認
し

な
い

、

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
一
B、

　
孟
子
が

非
血

縁
者
へ

の

諸
侯
位
禅
譲
を
認
め

な

い

こ

と
は
、

燕
王

子
噛
が

宰
相
子
之
へ

譲
位
し

た

事
件
へ

の

批

判
と

し

て
、

も
っ

と

も
鮮
鋭
に

示
さ

れ

る
。

孟
子

は

斉
宣
王
に

対
し

、

下
記
の

よ

う
に

積
極
的

に
、

燕
を

攻
撃
す
る

よ

う
求
め

た

の

で

あ
る
。

　
　
孟
軻
　
斉
宣
王

に

謂
い

て

H
く

、

「

今
　
燕
を
伐
つ

は
、

此

れ

文
・

武
の

時
な
り

、

失
す
る
べ

か

ら
ず

。

」

王

　
因
り
て

…

…

以

て

燕
を
伐
つ

。

（
「

戦

国
策』

燕

策）

孟
子
が

「

伐
燕
」

を

勧
め

た

理
由
は

、

下

記
の

よ

う
に

説
明
さ

れ

る
。

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　

ほ

ヒい
ま

ま

　
　
孟
子
曰

く、
「

…

…

子
噌
は

人
に

燕
を
与
う
る

を

得
ず、

子
之
は

燕
を
子
噌
に

受
く
る

を

得
ず。
」

（『
孟

子
』

公

孫
丑

下）

子
噌
　
天

子
の

命
を
以

て

せ

ず
し
て

擅

　
　
に

国
を
以

て

子
之
に

与
え

、

子
之
　
亦
た

天

子
の

命
を

受
け
ず

し

て

私
に

国
を
子
噌
に

受
く

る

を

以

て

な
り

。

（
趙

注）

す
な

わ

ち
孟
子
は、
「

天

子

之
命
」

（
趙
注）

に

よ

ら
な
い

、

諸

侯
に

よ

る

恣
意
的
な

諸
侯
位
禅
譲
を
認
め

な

い
。

そ
れ

ど

こ

ろ

か

こ

れ

を
、

「

伐
」

を
受
け

る

に

値
す

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　〔
艮｝

る

犯
罪
行
為
と

見
な
す
の

で

あ
る
。

4
　
戦
国
諸
王

の

位

置
付
け

　
孟
子

は
、

天

子
位
の

禅
譲
は

条
件
付
き
で

認
め

る

も
の

の
、

諸
侯
位
の

禅
譲
に

つ

い

て

は

全
く
認
め

な

い
。

で

は

孟
子
は
、

当
時
現
実
に

存
在
し
て

い

た

戦

国
諸
王

の

地
位
を
、

天

子
位
だ
と

認
め

て

い

た

の

か
、

そ

れ

と

も
諸
侯
位
に

過
ぎ
な
い

と

見
な

し
て

い

た

の

で

あ
ろ

う
か。

　
ま
ず
歴

史
的
に

見
る

と
、

孟

子
の

当
時、
「

王
」

号
や

「
帝
」

号
は

、

唯
一

絶
対
の

王
者
・

天

子
の

称
号
で

は

な

く、

国

名
・

方
名
を

冠
す
限
定
つ

き

称
号
と

し
て

扱
わ

れ

て

い

た
。

「

王
」

が

「

王
」

に

朝
見
し

た

り、

ま
た

「

帝
」

同
士
が

相
互

に

承
認
し
あ
う
こ

と

す
ら

あ
り

、

戦
国
の

諸
「

王
」

や

諸
「

帝
」

ら

が
、

自
ら

を

唯

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
（
嬉〕

一

の

天

子
だ

と

考
え

正
統
を
誇
っ

て

い

た

な

ど
と

は
、

お
よ

そ

考
え

ら

れ

な
い
。

　
ま
た

「

孟

子
』

書
に
つ

い

て

見
る

と
、

現
存
す

る

周
王
朝
へ

の

配

慮
は

『
孟
子
』

中
に

は

全
く
認
め

ら

れ

な

い
。

孟
子
は

し

ば

し
ば、

当
時
に

お
い

て

王

者
が

存
在

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
へ
16∀

し

な
い

こ

と

を

嘆
い

て

お

り、

諸
侯
に

対
し

て

新
た

な

王
者
と

な

る

こ

と

を
勧
め

て

す

ら

い

る

の

で

あ
る

。

孟

子
に

と
っ

て
、

周
王
は

も
は

や

王
者
で

は

な

く、

現
存

す

る

諸

王
は

い

ま
だ

王
者
で

は

な
い

。

　
さ

て、

天

下
に

王
者
が

不
在
で

あ
れ

ば、

新
た

な

諸
侯
を
任
命
す
る

主

体
は

存
在
し

な

い
。

天
子
な
ら
ぬ

燕
王

に

よ

る

「

譲
国

」

は
、

諸
侯
が

諸
侯
を
任
免
す
る

行

孟
子
に

お

け
る

世
襲
干

朝
擁

護
論
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孟

子
に

お

け
る

世
襲
王

朝
擁
護
論

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
〔
F｝

為
で

あ
り

、

当
然
な

が

ら
、

孟
子
の

容
認
し

得
る

所
で

は

な
い
。

　
孟

子
に

よ

る

と、

戦
国
諸
王
ら
が

保
持
す
る

「

王
位
」

は、

必
ず
世

襲
さ

れ

る

べ

き

否
定
さ

れ
、

「

天

吏
」

に

よ

る

処
罰
の

対
象
と

さ

え
な

る

の

で

あ
る

。

「
諸
侯
位
」

に

す
ぎ
な
い

。

こ

れ

を

非
血
縁
者
へ

禅
譲
す

る

こ

と

は

無
条
件
に

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe

5
　
中
山
王

響
墓
方
壷

銘

Shuohiin 　 University

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

徳〉

　
孟
子
と

ほ

ぼ

同

時
期
に

属
す
る

資
料
と

し

て、

河

北

省
平
山
県
戦
国
時
期
中
山

王
墓
（
M
一

号
墓）

出

土
の

方
壷
銘
を
取
り
上

げ
て

検
討
す

る
。

同
銘
は、

燕
に

お

け

る

禅
譲
事
件
を
批
判
し

、

事
件
に

伴
う
混
乱
に

乗
じ

て

中
山
が

燕
を
攻
略
し

た

こ

と

を

記
念
す
る

も
の

で

あ

る
。

こ

の

銘
文
の

う
ち

、

本
論
に

関
係
す
る

部
分
を

下

に

示
す。

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
た
ま

た

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
か

え

り

み

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

く

らい
　

か

　
　

　

　

　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
た

　
　

唯
れ

十
四

年、

中
山
王
畧
…
…

適
ま

燕
君
子
噌
の

大
義
を

顧
ず
、

諸
侯
を

救
わ

ず、

臣
宗

位
を
易
え、

以

て

内
は

召
公

の

業
を

絶
ち、

其
の

先
王
の

祭
祀
を

乏

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　
ま

さ

　
　

ち、

之
を
外
に

し

て

は

則
ち
将
に

天

子
の

廟
に

上

勤
せ

し
め、

退
き
て

諸
侯
と

会
同
に

歯
長
せ

し
め

ん

と

す
る

に

遭
う。

則
ち

上

は

天

に

逆
ら

い
、

下

は

人

に

順

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
まヨセ

　
　

な
ら

ず
。

寡
人

　
之

を
非
と

す
。

（
相
邦
）

貯
曰

く、

人
臣
と

為
り
て

返
っ

て

其
の

宗
を
臣
と
す、

不
祥
な

る

こ

と

焉
よ

り

大
な
る

は

莫
し。

将
に

吾
君
と
世
に

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
（
B　

　
　

並
立

し、

会
同
に

歯
長
せ

ん

と
す
れ

ば
、

則
ち
臣
　
見
る

に

忍
び

ず
。

　
小

南
一

郎
「
中
山
王

陵
三

器

銘
と
そ

の

時
代
背
景
」

〔
林
巳

奈

夫
編
『

戦

国
時
代

出
土
文

物
の

研

究』
、

京
都
大

学
人
文

科
学

研
究
所、
一
九

八

五

年）

は
、

方
壷
銘
が

「

禅
譲

を
不
義、

不
順

と

す

る

最
大
な
論
点
は
、

そ
れ
が
西

周
的
秩
序
を

乱
す
と

い

う
こ

と
に

あ
っ

た
」

と

指
摘
し、

儒
家
に
つ

い

て

「

天

に

よ

る

秩
序
は
、

西
周
の

社
会
体

制
の

中
に

実
現
さ

れ

て

い

た

と
彼
ら

は

信
じ

る

の

で

あ
る
」

と

す
る

。

ま
た

野

村
茂
夫
『

燕
国
王

子
噌
譲
位
問
題
と

孟

子
−
中
山

王
墓
出

土
銅
器
銘
文
を
一

つ

の

手
が

か
り

と

し

て

ー
』

（
『

愛
知

教
育
大

学
研
究

報
告』

人

文
科
学
篇
三

三、
一

九
八

四

年）

は
、

「
要
す
る

に

父
子
相
継
ぐ
べ

き
位
を
臣
下

に

譲
り、

当
然
維
持
さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

秩
序
を
崩
し

た

こ

と

を
不
可

と

す
る

の

で

あ
る

」

と

評
す
る

。

　
中

山
王

国
が

、

君
主
や

臣
下

と

い

う
地

位
の

転
移
・

変
動
を
認
め

ず
に

「

秩
序
」

を

維
持
し

よ

う
と

す
る

の

は
、

戦
国
王

権
の

志
向
と

し

て

当
然
で

は

あ
ろ

う
。

し

か
し、

君
臣
関
係
と

い

う
「

秩
序
」

の

維
持
を
正
当
化
す

る

た

め

に、

現
君
主
の

資
質
・

徳
性
を
強
調
す
る

の

で

は

な

く、

ま
た

単
に

召
公

の

「

業
」

を
継
続
す
べ

き

と

す
る

に

と

ど
ま
る

の

で

も
な
く、

先
王

の

「
祭
祀
」

を

継
続
す
べ

き
こ

と

を
理

由
と

し、

ま
た

「

臣
宗
易
位
」

を
た

だ

ち

に

「

不
祥
」

と

し

て

い

る

点
は

注
目

さ

れ
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て

よ
い
。

こ

の

よ

う
な
理

由
を
認
め

る

限

り
、

非
血
縁
者
に

対

し

て

君
主
の

地

位
を
譲
る

と
い

う
行
為
は
、

決
し

て

容
認
さ

れ

得
な

い

の

で

あ

る
。

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

愈｝

　
な

お

方
壷

銘
は

、

「
天
子
」

の

も
と
で

の

「

会
同
」

や

「

勤
（
11
覲）
」

を

重
視
し
て

い

る
。

現
実
に

燕
王

や

巾
山
王

が

周
王

に

朝
覲
し

会
同
し

て

い

た

か

否
か

は

別

と

し、

理

念
と

し

て

方
壷
銘
は

、

「

天

子
之

廟
」

の

下

に

お

け

る
一

諸
侯
と

し

て

中
山

王

を
正

当
化
し

て

お

り
、

ま

た

中
山
王

と

対
等
の

「

諸
侯
」

と

し

て

燕
王

を

位

置
づ

け
て
い

る
。

す
な
わ

ち
中
山
王

権
は

自
ら

を
「

天
子
」

「

天

王
」

と

は

見
な

し

て

お

ら

ず、
一

「

諸
侯
」

と

見
な
し

て

い

た

と

考
え

ら

れ
、

こ

れ

は

少．
な

く
と

も

戦
国
諸
王

を

「

諸
侯
」

と
観
念
す
る

点
に

お

い

て
、

孟
子
の

立
場
と
一

致
す

る
。

　
い

ず
れ

に

せ

よ

方
壷
銘
は
、

王
位
（

諸
侯
と

し
て

の

戦

国
諸
王

の

地
位）

は

必
ず
世
襲
さ

れ

る
べ

き
だ
、

と

い

う
立

場
で

あ
り、

非
血

縁
者
に

対
す

る

禅
譲
は

全

く

認
め

な
い

。

こ

の

点
に

お
い

て

も、

中
山
王
権
の

立
場
は、
『

孟

子
』

の

そ

れ

と

根
本
的
に

対
立

す
る

も

の

で

は

な

い
。

6

『

唐

虞
之

道
』

と
の

比
較

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　〔
21＞

　

以

上

に

確
認
し

た

『

孟

子』

や

方
壷
銘
よ

り
若
干
古
い

時
期
の

資
料
と
し

て
、

郭
店
一

号
楚
墓

よ

り

出
土
し

た

『

唐
虞
之
道
』

に

注
目

す
る

。

　
『
唐
虞
之
道
』

は、

禅
譲
を
「

尊
賢
」

の

発
露
や

「

義
」

で

あ
る

と

し、

君
主
は

自
ら

禅
譲
せ

ね

ば

民
を

教
化
で

き

な
い

と

す
る

。

ま

た

「

聖

人
」

に

対
し

て
一

般

的
に

禅

譲
を
義
務
づ

け

る
。

　

　

　
　
　
　
　
ゆ

ず

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　

（
盟）

　

　

唐
虞
の

道、

禅
り
て

伝
え

ず
。

（
「
唐
虞
之
道』
〉

　

　

堯
舜
の

行
や、

親
を

愛
し
賢
を

尊
ぶ

。

親
を
愛
す、

故
に

孝
な
り

。

賢
を
尊
ぶ
、

故
に

禅
る

。

（
同）

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
み

な

　

　

禅
る

は

義
の

至

り
な

り。

六

帝
　
古
に

興
り、

咸
此

に

由
る

。

親
を
愛
し

て

賢
を

忘
る

れ

ば、

仁
な
る

も

未
だ

義
な

ら

ず
。

（
同）

　

　

禅
ら

ず
し
て

能
く

民
を
化
す
者、

生

民
よ

り
未
だ
之

有
ら

ず
。

（
同）

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
か

ん

む

り

　

　

古
者、

聖

人

　
廿
に

し
て

冒

し
、

卅
に

し

て

家
有
り
。

五

十
に

し
て

天

下

を

治
め、

七

十
に

し

て

正

を
致
す

。

四

肢
倦
惰
し

、

耳
目

の

聡
明
衰
う
れ

ば
、

天

下

を

　

　

禅
り

て

賢
に

授
け

、

退
き
て

其
の

性
を
養
う

。

（
同）

以
上

の

よ

う

に、
「

唐
虞
之
道
』

が

孟
子
よ

り
も
積
極
的

に

禅
譲
を
賛
美
し

て

い

る

と

い

う
こ

と
は

明
ら

か

で

あ
る

。

な

お

注
目
す
べ

き

点
と

し

て
、

「

唐
虞
之
道
』

に

お
い

て

は、
「

親
親
」

を

「

仁
」

、
「

尊
賢
」

を

「

義
」

と

し

て

併
せ

称
え
て

お

り、

こ

れ

ら

の

対
立

が

強
く
意
識

さ

れ

て
い

な

い
、

少
な

く

と

も

両

立

可

能
な

も
の

と

　

　

　
　
　
孟

子
に

お
け

る

世
襲
王

朝
擁

護
論
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孟

子
に

お

け
る

世

襲
干

朝
擁

護
論

さ

れ
て
い

る

こ

と

が

挙
げ

ら

れ

よ

う
。

　
し
か

し

な
が

ら

孟
子
は
、

『

唐
虞
之
道
』

が

主
張
す

る

よ

う
な

「

堯
は

そ

の

生

前
に

舜
へ

禅
譲
し

た
」

と

の

説
を
、

「
君
子
の

言
に

非
ず

、

斉
東
野

人

の

語
な

り
。

」

（
『
孟

子
』

万
章
上）
「

孔
子
曰

く、

天
に

二

日

無
く

、

民
に

二

王

無
し
。

」

（
同）

と

切

り
捨
て

る
。

孟
子
に

お
い

て

は
、

天

子
が

生

前
譲
位
す

る

こ

と
、

す
な

わ

ち

天

子

の

生

存
中

に

君
臣
関
係
が

逆
転
す
る

こ

と
は
、

決
し

て

あ
り
得
な
い

の

で

あ
る

。

　
孟
子
が

世
襲
王
朝
を

擁
護
し、

禅
譲
に

対
し

て

冷
淡
で

あ
る

の

は
、

決
し

て

当
時
の

儒
家
と

し

て
一

般
的
な

立

場
で

は

な
い
。

孟

子
に

先
行
す
る

『

唐
虞
之

道
』

は

す
で

に、

孟
子
よ

り
も
積
極
的
に

禅
譲
を
是
認
・

推
奨
し
て

い

た

の

で

あ
る

。

孟
子
は、

こ

れ

ら

先
行
す
る

儒
家
よ

り

も、

い

わ

ば

「

後
退」

し

た

立

場
に

あ

る

と

言

え

よ

う
。

こ

れ

は

決
し

て

時
代
の

制
約
な
ど

に

よ

る

も
の

で

は

な
く、

も

ち
ろ

ん

時
代
の

制
約
の

範
囲
内
で

孟
子
が

可
能
な

限
り

王

権
世
襲
に

反
対
し

た

と
い

う
こ

と

で

も

な
く、

世
襲
を
擁
護
し

て

禅
譲
に

反
対
す
べ

く、

孟
子
が

主
体
的
に

選

択
し

た

立
場
な
の

で

あ

る
。

N 工工
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7

『

荀
子
』

中
に

見
え
る

生

前
禅
譲
説

　
『

荀
子』

正
論
篇
は

「

堯
舜
擅
譲。
」

と

の

説
に

言
及
す
る

。

し

か

し

同
篇
は
、

『
孟
子
』

万

章
上
篇
に

所
謂
「

斉
東
野
人
之
語
」

、

す
な
わ
ち

、

堯

が

生
前
に

禅
譲
し

て

舜
の

臣
下
と

な
っ

た

と

い

う
説
を
否
定
し

、

ま
た
『

唐
虞
之
道』

や

「

荀
子
」

成
相
篇
に

見
え

る

説、

す
な

わ

ち、

老
衰
し

た

堯
が

天
子
の

位
と

職
務
と

を

舜
に

譲

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　（
圏）

り

安
楽
な
生

活
へ

移
行
し
た

と

の

説
を

も
否
定
す
る。

正

論
篇
は
、

天

子
生
前
の

禅
譲
を

認
め

ず、

ま
た

天

子
死
後
の

天
子
位
継
承
に

際
し

て

は

後
継
者
の

能
力
の

み

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

震）

が

問

題

と

な

る

と

し

て、

堯
の

恣
意
（
「

擅
」）

に

よ

る

禅
譲
（
「

擅
譲
」

）

を
否
定
す
る

の

で

あ
る
。

　
ま
た

正

論
篇
は、

天

子
の

死
後
に

非
血

縁
の

有
徳
者
が

襲
位
す
る

こ

と

を
認
め

て

お

り、

こ

の

点
に

お
い

て

も

孟

子
と
立

場
を
一

に

す
る。

し

か

し

同

篇
は
、

　
　
　

　
ぎロし
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

あ

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ゆ

　
　
聖

王
巳
に

没

し、

…

…

天

下
に

聖
有
り
て

後
子
に

在
れ

ば、

則
ち
天

下
離
れ

ず
。

…

…

聖

　
後
に

在
ら

ず
し

て

三

公
に

在
れ

ば、

則
ち
天

下

の

如
き
帰
す
る

こ

　
　
と、

猶
お

復
し
て

之
を
振
る

が

ご

と

し
。

と
し
て
、

天

子
後
嗣
や

非
血
縁
有
徳
者
が

「

聖
」

で

あ
る

か

否
か
と

い

う
要
件
の

み

に

よ
っ

て
、

た

だ

ち
に

天

子
位
継
承
者
が

決
定
さ

れ

る

と

す
る

。

こ

れ

は
、

非
血

縁
者
に

よ

る

襲
位
を

、

す
く
な
く
と

も
孟

子
よ

り
は

容
易
た

ら

し
め

る

立

場
で

あ
る

。

荀
子
は

「

堯

の

恣
意
に

よ

る

禅
譲
」

を
否
定
し
つ

つ
、

堯
か

ら

舜
へ

の

「

必
然

的
な
天
子
位
継
承
」

は
積
極
的
に

認
め

る

の

で

あ
る

。
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こ

こ

で

注
目

す
べ

き
は
，

「

老
衰
し

た

聖

王

が

禅
譲
し

て

安
楽
な

生
活
に

移
行
す
る
」

と

の

説、

す
な
わ

ち
『

唐
虞
之
道
』

の

主
張
す
る

養
性
説
が
、

「
荀
子
』

正

論

篇
に

お

い

て

批
判
の

対
象
と

し
て

言
及
さ
れ

て

い

る

と
い

う
点
で

あ
り、

ま
た

正

論
篇
よ

り
も

遅
れ

る

『

荀
子
」

成
相
篇
が

、

「

唐
虞
之
道
』

の

そ

れ

に

酷
似

す
る

養

性
説
を

自
ら

の

主
張
と
し

て

述
べ

て

い

る

と
い

う
点
で

あ
る

。

　

孟

子
に

よ
っ

て

「

斉
東
野

人
之
語
」

だ

と

明
確
に

否
定
さ
れ

て

よ

り
以

降
も、

老
衰
に

伴
う
生
前
禅
譲
と

い

う
説
は

死

滅
せ

ず
、

戦

国
末
以

降
に

ま
で

流
布
し

続

（
跖）

け

た
。

こ

の

よ

う
な
説
を

護
持
し
流
布
し

続
け
た

勢
力
が、

孟

子
の

後
学
と

は

別
に

存
在
し、

独
自
の

活
動
を

続
け

て

い

た

こ

と

は

明
ら

か

で

あ
ろ

う
。

8

『

孟
子
』

グ
ル

ー

プ
の

位
置

　

さ
て
、

『
孟

子
』

滕
文
公

下

篇
に

は

　

　

　
　
　
お

こ

　

　

聖
王

は

作
ら

ず、

諸
侯
は

放
恣。

処
士

は

横
議
し、

楊
朱
・

墨

霍
の

言
は

天
下

に

盈
つ
。

天

下

の

言、

楊
に

帰
せ

ざ
れ
ば

則
ち
墨

に

帰
す

。

（
「
孟

子』

滕
文
公

下）

と

あ
り、

楊
．

墨
の

二

家
の

み

に

よ

っ

て

天

下
の

思
想
が

席
巻
さ
れ

て

い

た

か

の

よ

う
な
表
現

が

見
え
る

。

し

か

し

当
然
な
が

ら、

孔
子
の

死
よ

り
孟

子
に

至

る

ま
で

儒
家
の

学
統
が

全

く
絶
え
て

い

た

わ

け

で

は

な
く、

ま
た

、

絶
学
で

あ
っ

た

儒
学
を
孟
子
が
｝

人

で

復
興
し

た

の

で

も

な

い
。

孟
子
は
、

先
行
す
る

儒
家
グ

ル

ー

プ
の

中
か

ら

出
現
し、

従
来
の

学
説
を
修
正

し

て
｝

家
を
立
て

た

者
で

あ
る

。

で

は
、

孟
子
を
生

ん

だ
先
行
学
派
と、

孟
子
や

そ

の

弟
子
ら

と

は
、

ど

の

よ

う
な

関

係
に

あ

る

の

か
。

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　（
26〕

　
「

史
記
』

な
ど

に

よ

る

と
、

孟
子
は

子
思
ま
た

は

そ

の

門

人
に

学
ん

だ

と
さ

れ

る
。

ま

た

『

荀
子
』

非
十

二

子
篇
に

お
い

て

は
、

「

子
思
・

孟

軻
」

は
一

括
し

て

批
判

の

対

象
と

さ

れ

て
い

る
。

　

と

こ

ろ

で
、

子
思

お

よ

び

孟

子
の

学
派
（
「

思

孟
学
派
」

）

に

属
す
る

文
献
と

し

て

は
、

従
来
『

孟
子
』

お

よ

び

輯
本
『

子
思

子』

が

知
ら

れ

る

の

み

で

あ
っ

た
。

し

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

【
即）

か

し
、

近
年
出
土
し

た

『

五

行
』

が
こ

の

学
派
に

属
す

る

文
献
と
比
定
さ

れ
、

ま

た

郭
店
一

号
楚
墓
よ

り

『

子
思
子
』

の
一

部
や

『

魯
穆
公
問

子
思
』

『

五

行
』

な

ど

が

出
土

し

た

こ

と

も
あ
っ

て
、

郭
店
一

号
楚
墓
出

土

儒
家
系
文
献
を
「

括
し
て

「

思

孟

学
派
」

に

出
る

も
の

と

す
る

論
者
も
見
ら

れ

る

よ

う
で

あ
る

。

　

し

か

し
、

戦
国
最
末
期
に

属
す
る

『

韓
非
子』

顕
学
篇
は
、

　

　

孔
子
の

死
よ

り、

子
張
の

簾
有
り、

子
思
の

儒
有
り

、

顔
氏
の

儒
有
り

、

孟

氏
の

儒
有
り、

漆
雕
氏
の

儒
有
り、

仲
梁
氏
の

儒
有
り、

孫
氏
の

儒
有
り、

楽
正

氏

　

　

　
　
　
孟

子
に

お

け
る

世
襲
王

朝
擁
護

論
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孟

子
に

お
け
る

世
襲
王

朝
擁
護

論

　
　
の

儒
有
り

。

と
述
べ

て

お

り、
「

子
思
之

儒
」

と

「

孟
氏
之

儒
」

と

を
別
派
と

し、

彼
ら

が

対
立

し

て

い

た

と
す

る
。

　
む

ろ

ん
、

郭
店
一

号
楚
墓
出

土

儒
家
系
文
献
が

す
べ

て

「

子
思
之
儒
」

に

出

る
、

と

短
絡
的
に

比
定
す
る

こ

と

は

で

き
な

い
。

し
か

し
少
な

く
と
も、

孟

子
以

前
に

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
〔
聡）

『

唐
虞
之

道』

な

ど

を

成
書
し

た

儒
家
グ

ル

ー

プ
と

、

孟

子
や

そ
の

弟
子
ら

の

グ

ル

ー

プ
と

は、

異
な
る

学
派
に

属
す
る

と

考
え
る

べ

き
で

あ

ろ

う
。

既
に

確
認
し

た

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　
〔
釜

よ

う
に、

そ

の

世
襲
や

禅
譲
に

対
す
る

立
場
は

大
き
く

異
な
り、

ま

た

郭
店
楚
簡
『
六
徳
』

が

主

張
す

る

「

仁
内
義
外
」

の

説
に

孟
子
は

反
対
し

て

い

る
。

さ

ら

に
、

『

唐
虞
之
道
』

が

主
張
し

た

生
前
禅
譲
の

説
は
、

後
に

『

孟
子』

や

『
荀
子
』

が

こ

れ

を

否
定
し、

死

後
の

禅
譲
と
い

う
別

説
を

提
示
し

た

に

も
か

か

わ

ら

ず、
『

荀

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　
（
鋤〕

子
』

成
相
篇
に

見
ら

れ
る

よ

う
な
形
で

戦

国
最

末
期
あ
る
い

は

漢
代
に

ま
で

残
存
し

て
い

る

の

で

あ
る

。

　
仮
に

、

『

唐
虞
之
道
』

を

成

書
し

た

グ
ル

ー

プ

を
「

子
思

学
派
」

、
『

孟
子』

を
成

書
し

た

グ

ル

ー

プ

を
「

孟
子
学
派
」

と

乱
暴
に

比

定
す
る

こ

と

が

許
さ

れ

る

と

し

て

も、

こ

れ

ら

両

者
を
単
純
に

連
続
す
る

同
一

学
派
（

「

思

孟
学
派」

の

ご

と

き
単
一

の

学
派）

と
考
え
る

こ

と

は

不
可

能
で

あ
る

。

ま

た
、

「

孟
子
学
派
」

の

成
立

後

に

「

子
思
学
派
」

が

発
展
的
に

解
消
し

て

「

孟

子
学
派
」

へ

取
り
込
ま
れ

て

い

っ

た

と

考
え
る

こ

と

も
で

き
な

い
。

「

孟
子
学
派
」

の

成
立
後
も、
「

子
思

学
派」

の

少

な

く

と

も
一

部
は

「

孟

子
学
派
」

に

取
り
込
ま

れ
ず
独
立
し

た

活
動
を
続
け
た

も

の

と

考
え
ね
ば
な

ら

な

い

の

で

あ

る
。
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孟
子
は、

天

子
を
中
心
と

し、

天

子
が

任
命
し

た
世
襲
諸
侯
を
周
辺

に

配
す
る

と

い

う
封
建
制
度
を
理

想
と
し

た
。

故
に

孟
子
は
、

諸
侯
位
が

諸
侯
の

恣
意
に

よ
っ

て

禅
譲
さ

れ

る

こ

と

を

認
め

な
い
。

こ

れ

は

同

時
期
の

中
山
王
権
の

立

場
と

、

結
果
的
に

せ

よ
一

致
す
る

。

　

ま
た
孟

子
は

、

天

子
位
の

禅
譲
や

放
伐
に

対
し

て

冷
淡
で

あ
り
、

天

子
位
は

原
則
と

し

て

世
襲
さ

れ

る
べ

き
も
の

と

し

た
。

こ

れ

は
、

西

周
的
な

君
臣
関
係
を

理
想

と

す
る

儒
家
と

し

て

当
然
の

立

場
で

は

あ
る

。

し

か

し
、

先
行
す
る

『

唐
虞
之

道』

が

明
確
に

「

尊
賢、

故
禅。
」

と

い

う
主
張
を

打
ち
出
し

て

い

た

の

に

比
較
す
る

と
、

孟
子
は

世
襲
王
朝
を

擁
護
す
る

志
向
が

強
い

と

指
摘
せ

ざ
る

を

得
な
い

。

孟
子
は

決
し

て

革
命
是
認
の

旗
手
な
ど

で

は

な

く、

当
時
の

儒
家
グ

ル

ー

プ

の

内
部

に

お

い

て

は

む

し

ろ

保
守
的
な

立

場、

戦
国
王
権
に

近
い

立
場
を

打
ち
出
し

た

者
で

あ

る
。

　

当
時
の

儒
家、

少
な
く
と

も
『

唐
虞
之
道
』

を
成
書
し

た
グ

ル

ー

プ
は
、

禅
譲
を

宣
揚
し、

天

子
位
の

世
襲
に

反
対
し
て

い

た
。

彼
ら

の

立

場
は、

同

時
代
人

た

る



Shuchiin University

NII-Electronic Library Service

Shuohiin 　 University

孟
罫

の

眼
に

は
、

本
来
あ
る
べ

き
君
臣

秩
序
を
亡

心

れ
、

孔
子
の

道
か

ら

外
れ

た

も
の

と
映

じ

た

で

あ
ろ

う
。

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

や
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

あ

ら

わ

　

孟

子
は
、

「

楊
墨
の

道

息
ま
ざ
れ

ば
、

孔
子
の

道

著
れ

ず
。

」

〔「
孟

子』

滕
文

公

下）

と
い

う
危
機
感
の

も
と

、

先
行
す

る

儒
家
（

で

あ
り
な
が

ら

異
端
の

説
を

取
り

入

れ

た

者
ど

も
）

に

対
す
る

反
動
と

し

て
、

君
臣
関
係
の

世

襲
を
擁
護
し
、

本
来
あ
る
べ

き
「

孔
子
の

道
」

（
と

孟
子
が

考
え
る

も
の
）

へ

の

復
帰
を

目

指
し

た

者
で

あ
っ

た

と

考
え

ら

れ

る
。

付
記

：

本

稿
は、

日

本
中

国

学

会

第
五

十
三

回
大

会
（
平
成

十
三

年
十

月、

　

　

学）

に

お

け
る

口

頭
発

表
に

加

筆
修
正

を

施
し

た

も
の

で

あ

る
。

福
岡

大

註
（
1｝
　
た

と

え
ば

『

孟

子
』

万

章
上

篇
は

「

身
為

天

子、

弟

為

匹

夫、

可

謂

親

愛

之

　

　

乎。
」

と

述
べ
、

ま
た

『

荀
子
』

儒

效

篇
は、

周
公

に

つ

い

て

「

兼

制
天

下、

立

　

　

七

卜
一

国、

姫
姓

独
居
五

十

三

人、
」

を

「

大

儒
之
效
」

だ

と

し

て

是
認

す
る
。

（
2）
　
有
能
な

者
を
登

用
す
る、

と

い

う

意
味
で

の

「

尚
賢
」

は、

先
秦
諸

予
に

ひ

ろ

　

　

く

見
ら

れ

る

主

張
で

あ
る
。

し

か

し、
「

尚

賢
」

に

よ
っ

て

君

主
の

地
位

ま
で

左

　

　

右
せ

ん

と

す
る

「
墨

子
』

尚
同

ヒ

篇
や

「

唐
虞
之

道』

の

ご

と

き

立

場
と、
「

尚

　

　

賢」

を

臣
F
の

間
で

の

み

実
行
し

て

君
主
は

こ

れ

に

与
ら

な
い

と

す
る

『
慎
子』

　

　
の

よ

う
な
立

場
と
は、

厳

密
に

区
別
さ

れ

ね

ば

な
ら

な
い

。

な

お
、

「

庸

虞
之
道』

　

　

に
つ

い

て

は

註
（
21）

を

参
照

。

（
3｝
　
な

お

二

〇

〇

二

年
春
に、

李
承
律

「

郭
店

楚
簡
「
唐
虞
之
道』

の

堯

舜
禅
譲

説

　

　

と

中

国

古
代
の

堯
舜

帝
位

継
承

説

話
の

研

究
」

（
『
郭
店

楚

簡
の

思

想

史
的

研
究
』

　

　

第
五

巻、

池
田

知
久

監
修、
「
古
典

学
の

再

構
築
」

東
京
大

学

郭
店

楚
簡

研
究

会

　

　

編

集）

な
る

論
文
が

公
刊
さ

れ

た
。

李
論
文
は、

本

稿
お
よ

び

そ
の

基

礎
と

な
っ

　

　

た

口

頭
発

表
（
二

〇

〇
一

年
十
月）

と

類
似
す

る

資

料
な
ど
に

よ
っ

て

斬
新
な

成

　

　

果
を

挙
げ
た

労
作
で

あ
る

。

　

　

　
い

う
ま
で

も

な
く、

『

孟

子』

な

ど

に

見
え

る

禅
譲

説
話

は

多
く
の

関
心
を

寄

　

　

せ

ら

れ

て

き
た

対

象
で

あ
り、

ま
た
『
唐
虞
之

道』

の

ご

と
き

新
出
土

資
料
を

用

孟
子
に

お

け
る

世

襲
土

朝
擁
護

論

　

　
い

た

研

究
は

、

複
数
の

研
究
者
に

よ
っ

て

同
時
並

行
的
に

進
め

ら

れ

て

し

ま

う
可

　

　
能
性
が

高
い

性

質
の

も
の

で

あ
る。

李
の

研
究
そ

の

も
の

は、

本
稿
の

立

場
か

ら

　

　
直
ち
に

問

題
と

さ

れ

る

よ

う
な
も

の

で

は

断
じ
て

な

く、

ま
た、

本
稿
や

筆
者
の

　

　
口

頭
発

表
に

よ
っ

て

李
論

文
の

価

値
は

い

さ

さ
か

も

減
じ
る

も
の

で

は

な
い

。

　

　

　
し
か
し、

李
論

文
の

掲

載
誌
で

あ

る

『

郭
店
楚

簡
の

思
想
史
的

研
究』

第
五

巻

　

　
は
、

実
際
に

は

二

〇

〇

二

年
春
に

公

刊
さ

れ

た

に

も
か

か

わ
ら

ず、

奥
付
の

「

発

　

　
行
年」

は

「

二

〇

〇
一

年
二

月
一

日」

と

さ

れ

て

い

る。

つ

ま
り、

実
際
の

公

剛

　

　
よ

り
【
力

年
以

上
も
遡

ら

せ

た

発
行
日

を

付
与
す
る

こ

と

に
よ
っ

て、

結
果

的
に

　

　
せ

よ、

筆

者
に

よ

る

口、
鎮

発

表
よ

り
も

以

前
に

李
論
文
が

公
刊
さ

れ

て

い

た

か

の

　

　
よ

う
な

誤

解
を

与
え
る

も
の

と
な
っ

て

し

ま
っ

て

い

る

の

で

あ
る

。

た

と

え

ば

同

　

　
誌

掲
載
の

廣
瀬
薫
雄

「

包
山

楚
簡
「
所
謹』

分

析
」

は、

執
筆
時
点
が

「

二

〇

〇

　

　一

年
一

月
」

だ

と

明

記
し

て

お

り
（
一

二

九

頁）
、

同

誌

が

韓
国
ソ

ウ

ル

市
の

業

　

　
者
に

よ

り
印

刷
さ
れ

て

い

る

こ

と

を

考

慮
す
れ

ば、
「
二

〇

〇
一

年
二

月
一

日
」

　

　
と

い

う
発
行
日

が

不
自

然
な
こ

と

は

明

ら

か

で

あ

ろ

う
。

　

　

同

誌
の

監
修

者
に

は

当
該
口

頭
発
表
へ

の

御

来
聴
を
忝
な

く
し

て

頂
い

て

も
お

　

　
り、

同
誌
の

発

行
日
を
め

ぐ
る

混
乱
は

筆

者
に

と
っ

て

遺

憾
で

あ
る

。

（
4）
　
以

下、
「
孟
子
』

に

つ

い

て

は

『

四

部
叢

刊』

景
宋

本
を

用
い

る。

〔
5）
　

吉
永

慎
二

郎

「

墨
家
思

想
と

孟

子
の

放
伐

論

−
伐
燕
問
題
に

お

け
る

孟

子
の

理

　

　
論
形
成
を

め

ぐ
っ

て

ー
」

〔
『

秋
田

大

学
教
育

学
部

研
究
紀
要
』

人

文
科
学
・

社
会

　

科

学
第
五

±一．
集、
一

九

九

八

年
a）

は、

こ

の

孟

子

の

理

論
が、
『
墨
子』

非

　

攻
下

篇
に

見
え
る

「

彼

非
所

謂

攻、

謂
誅

也
．」

と

の

理
論

と

「

構

造
的
に

極
め
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孟

子
に

お
け

る

世
襲

王

朝

擁
護
論

　

　
て

類

似
す
る

」

と

す
る。

ま
た

同
「

非

攻
と

は

何
か

ー
『

墨

子
』

非
攻
三

篇
の

論

　

　
理
と

思
想

ー
」

（
『

大
久

保
隆
郎

教
授
退

官
紀
念

論
集
・

漢
意
と

は

何
か
』

東
方

書

　

　
店、

二

〇

〇

一

年
）

註
（
14）

は、

孟

子
の

こ

の

論

理

に

つ

い

て

「

墨

家
の

　

　「
誅」

論
に

対
抗
し

た

も
の

で

あ
ろ

う」

と

指
摘
す
る。

（
6）
　
「
白

虎
通
義
』

一、一
軍
篇
に

　

　

　

王

者

受
命、

質

家
先
伐

、

文
家
先

改
正

朔、

何
。

質
家
言、

天

命
巳

使
己

誅

　

　

　

無
道、

今
誅
得

為
王

。

故

先
伐。

文
家

言、

天

命
巳
成、

為
王

者
乃

得
誅

伐

　

　

　

王

者

耳。

故
先

改
正

朔
也。

　

　
と

あ
る

の

も

参
考
と
な

ろ

う
。

（
7）

た

と

え
ば

孟
子
は、

兄
嫁
と

弟
と

が

肉
体

的
な
接

触
を

持
つ

こ

と

を

禁
止
す
る

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
す

く

　

　
が、

兄
嫁
が

溺
れ
て

い

る

場

合
に

こ

れ

を

手
も
て

援

う
こ

と

は

容
認

す
る

（
「
孟

　

　
子
』

離
婁
上）

。

し

か
し

こ

れ

は

異
常
な

状

況
下

に

お
い

て

の

み

認
め

ら
れ

る

例

　

　
外
で

あ
り、

も
し
孟

子
が
こ

の

よ

う
な

事
態
を

推
奨
・

賛
美
し

て

い

る

と

す
る

な

　

　
ら

ば

誤
り
で

あ
ろ

う。

同
様
の

こ

と

が

放
伐

容
認
論
に
つ

い

て

も
言
え

る
。

　

　

　
な

お
『
孟

子
』

公

孫
丑

下

篇

や

尽
心

下

篇
に

は、

治

乱
に

つ

い

て

の

「

五

百

　

　
年
」

周
期

説
が

見
ら

れ

る
。

し

か

し、

尽
心

下
篇
の

そ

れ

は

単
に

歴

史
的

事
実
を

　

　
指

摘
す
る

も
の

で、

た

と

え
ば
五

百

年
周
期
で

革

命
が

発
生
す

る

と

い

う
よ

う
な

　

　「
法

則
」

を

主

張

す

る

も
の

で

は

な
い

。

ま

た

公

孫
丑

ド

篇

で

孟

子
は

「

五

百

　

　
年、

必

有
土

者
興

。

」

と
い

う

「

数
」

の

原

則
を

提
示

す
る

も
の

の
、

直

後
に

孟

　

　
子

自
ら
が
こ

の

原

則
を

「
時
」

と

い

う
別
の

ス

タ
ン

ダ

ー

ド

に

よ

っ

て

破
っ

て

お

　

　
り、

そ
の

論
旨
は

最
初
か
ら

破
綻
し

て

い

る
。

（
8）
　
孟

子
に

お
い

て

は、
「

天
」

に

よ

る

承

認
と
は
、

民
の

支
持
に

よ
っ

て

の

み

な

　

　
ら

ず、

天

子
後
嗣
の

賢
・
不

肖
や、

有
徳

者
に

よ

る

摂
政

期
間
の

艮

短
な

ど

の

歴

　

　
史

的
な
結

果
に

よ
っ

て

も

示
さ

れ

る。

こ

の

点
、

郭
店
楚

簡
『

窮
達

以
時』

が

個

　

　
人

的
な
「

遇
・
不

遇
」

を

「

天
」

の

責
任
へ

帰
す
の

に

類

似
す
る。

　

　

　
こ

の

よ

う
な
「
天
」

観
に

よ
っ

て

孟

子
は、

歴

史
的
な

結
果
や

人

事
の

不
条
理

　

　
を
も

「

天」

の

意

思
だ

と
し

て

追

認
す
る

こ

と
が

可
能
と
な
っ

た。

吉

永
慎
二

郎

　

　「
孟

子
の

墨

家
禅

譲

論

批

判
1
そ
の

「

天」

概

念
の

展
開
と

伊

尹

像
の

意

味

ー
」

　

　（
「
秋
田

大

学
総

合

基

礎

研
究

教
育

紀
要
』

五、
一

九

九

八

年
b）

が
、

孟

子

の

　

　
「

天
」

を

「

あ
ら

ゆ

る

問

題

を

説
明
し

得
る

魔

法
の

杖
」

と

表
現
す
る

の

は

至

当

　

　
で

あ
ろ

う。

〔
9）
　

お
そ
ら

く
『

唐

虞
之
道
』

も、

そ

の

よ

う
な

思
想
の

産

物
で

あ
ろ

う。

吉
永
一

　

　
九

九
八

b
は、
「

こ

の

万

章
の

問
い

は

「

徳」

に

よ
っ

て

禅
譲
が

為
さ

れ
る

と

い

　

　
う
も
の

で、

当

代
流
行
の

墨
家
的

禅

譲
観
に

立
つ

も
の

で

あ
る
」

と

指
摘
す

る。

（
10）
　
浅
野

裕
一

「

郭
店
楚
簡

「

唐
虞
之

道
』

の

著
作
意
図
」

（
『

大
久

保
隆
郎
教

授

退

　

　
官
紀

念
論

集
・
漢

意
と

は

何
か
』

東
方

書
店、

二

〇

〇
一

年
V

は、
「

禹
が、

自

　

　
ら

は

舜
よ

り
禅

譲
さ
れ

て

王

位
に

就
き、

夏
王

朝
を

開
い

て

置
き
な

が

ら、

自

分

　

　
は

禅

譲
せ

ず、

血

縁
相

続
に

よ
っ

て

我
が

子
の

啓
に

王

位
を
継
が

せ

た
」

こ

と

を

　

　
指
摘
し、

舜
が

禹
へ

禅

譲
し

た
こ

と

を

『

唐
賞
之

道』

が

「

努
め

て

曖
昧

に

処
理

　

　
し
よ

う
と

し

た
」

と
す
る

。

（
11）
　

な
お

付
言
す

る

な
ら

ば、

孟

子
に

お
い

て

は、

天
子
の

親
族
は、

封

建

と

い

う

　

　
特
権
を

享
受

す
る

の

み

な
ら

ず、

刑

罰
を

加
え
ら

れ

な
い

と
い

う
特

権
を

も
有
す

　

　
る

と
さ

れ、

こ

の

こ

と

も
天

子
に

よ

る

「

親

愛」

に

よ
っ

て

正

当
化
さ

れ

る
。

　

　
　

尽
心
上
篇
に

見
え
る

桃
応
と

の

問

答
に

お
い

て

孟
チ
は、

瞽
艘
（
舜
の

父）

が

　

　
殺
人

を

犯
し

た

場
合、

舜
は

こ

れ

を

処
刑
さ

せ

な
い

と
し
つ

つ

も、

舜
が

父
親
を

　

　
逃
亡

さ
せ、

自

身
も
天

子

の

地
位
・

職
責
を

放
棄
し

て

逃

亡

す
る

で

あ
ろ

う
と

述

　

　
べ

る
。

こ

れ

は
、

法
の

支

配
と

い

う
原
則
（
『

孟

子
』

に

い

う

舜
の

「
所

受
之
」 、

　

　
趙
注
に

い

わ

ゆ

る

「

王

法
」）

に

対

し
て
一

定
の

配

慮

を

示
し

た

も

の

で

あ
ろ

　

　
う

。

し

か

し

万

章
上

篇

に

見
え

る

問
答
（
本
文
所
引）

に

お
い

て

は、

象
が

不
仁

　

　
者
で

あ
る

と

い

う
指
摘

は

無
視
さ

れ
、

舜
が

こ

れ

を

誅
殺
し

な
い

と

い

う
事
態
が

　

　
容
認
さ

れ

て

い

る
。

　

　
　
つ

ま

り、

孟

子
に

お

け
る

「

仁
人
」

は、

不

仁
な

他
人
を

誅
殺
し
つ

つ
、

不
仁

　

　
な
弟
を

封
建
す
る

こ

と

に

よ

っ

て

「

親
愛
」

を

実
践
す
る

の

で

あ
る。

（
12）
　
『
孟

子
』

告

子
下

篇
に

見
え
る

「
葵
丘

之

会
」

の

命
文
の

う
ち、

孟

子
の

独
創
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に

出
る

と

考
え

ら

れ

る

「

四

命」

に

は

「

士

無

世
官。
」

と

あ
り、

趨

注

は

「
仕

　
　

為
大

臣、

不

得

世

官
。

賢

臣

乃

得

壯

禄
也

。」

と

す
る

。

ま

た

梁

恵

王

下

篇
に

　
　
は、

文
王

の

政
策
と

し

て

「

仕

者
世
禄。
」

と

あ

り、

趙
注
は

「
賢
者

子

孫、

必

　
　

有
十

地
。

」

と

す
る

。

（
13）
　

戦
国
燕
の

王
で

あ
っ

た

子
噌
が、

宰
相
で

あ
っ

た

子
之

に

王

位

を

譲
り

そ
の

臣

　
　
下

と

な
っ

た

事
件。

結
果
と

し

て

旧

工

族
ら

に

よ

る

内
乱
と

近
隣

諸

国
に

よ

る

軍

　
　

事
介
入
を

招
き

、

子
之
ら
は

殺
さ

れ

た
。

　
　

　
『

史
記
』

六

国

年
表
は、

子
噌
か
ら

子

之
へ

の

譲

位
を

斉
潛
土

八

年
（
前一一
＝

　
　
六

年）

と

し、

彼
ら

の

敗
死

を

同

十

年
（
前一．
二

四

年）

と

す
る
。

平
勢
隆

郎

　
　「
新
編

史
記
東

周
年
表
』

（
東
京
大

学
出

版
会、
一

九

九
五

年）

は
、

譲
位
を

前
三

　
　一

七

年
（
斉
洛
宣
王

三

年）、

敗
死
を

前
三
｝

四
年
（
同
六
年）

と

す
る。

（
14）

孟

子
は

後
日、
「
或

問
日、

勧

斉

伐

燕、

有
諸。
」

と

の

追

求
に

対
し

て

「

未

　
　
也。
」

な

ど

の

遁

辞
を

弄
し

て
い

る

が、

そ
の

論

法
は、

王

充
『

論

衡
』

や

司
馬

　
　
光

「

疑
孟」

な
ど

に

よ

り

批

判
さ
れ

て

い

る
．

こ

の

問
答
は、
「

勧

斉

伐
燕」

を

　
　
正

当
化
す
る

た

め
孟

子
晩

年
に

案
出

さ

れ

た

架
空
の

議
論
で

は

な
い

か

と

も

疑
わ

　
　
れ

る。

（
15）
　

事
例
に
つ

い

て

は

浅
野
裕
．

「『
春

秋』

の

成亠
11一
時
期

−
平
勢
説

の

再
検

討

1
」

　
　（
『
中
国
研
究

集
刊
』

歳
号

、

二

〇

〇
一

年）

参
照

。

ま

た

た

と

え

ば

「
戦
国

縦
横

　
　
家

書』

に

は、

　
　

　

胃
（
謂）

燕
王
日、

…

…

秦
為
西

帝、

燕
為
北

帝、

趙

為
中
帝、

立

三

帝
以

　
　

　

令
於
天

下
。

（
『
馬
王
堆

漢
墓
帛
書

三
』

文
物
出

版
社、
一

九

八

三

年。

な

お

　
　

　

『

戦

国
策
』

燕

策
や

『
史
記』

蘇

秦
列
伝
に

「

蘇
代
乃

遣
燕
昭
モ

書
日、
」

と

　
　

　

し
て

類

文
が
あ
る

。）

　
　
と

あ

る。

　
　

な

お

近
年、

戦
国
諸

王
国
が

相
互

に

「

唯
一

の

正

統
」

を

称
し、

経
伝
の

捏

造

　
　
に

よ

っ

て

抗

争
し
た

と

す
る

説
が

提
出

さ

れ

て

い

る
。

し

か

し、

そ

の

論

拠
だ

と

　
　
い

う

経
伝
解

釈
に

は

初

歩
的
な

誤
読
や

事
実
誤

認
が

頻

見
し、

そ

の

論
は

成

立

し

孟

子
に

お
け

る

世

襲
王

朝
擁
護
論

　

　
カ

た
し
、

（
16）
　

孟

子
に

お

い

て、

周
が

既
に

天

下

を

失
っ

て

い

る

と

考
え
ら

れ

て

い

る

こ

と

　

　
は

、

た

と

え
ば

　

　
　

　
孟

子
凵、

三

代
之

得
天

ド
也、

以
仁。

其

失
天

下

也
、

以

不

仁
。

（『
孟

子』

　

　
　

　
離
婁
上）

　

　
な
ど

の

記
述
な
ど

か

ら

明
ら

か

で

あ
る

。

た

だ

し，

孟

子
が

厳
密
に、

周
の
い

ず

　

　
れ

の

モ

が

大

下

を

失
っ

た

と

考
え
て

い

た

か

と

い

う
問

題

に

つ

い

て

は、

注

釈
家

　

　
に

よ

り

説
が
一

定
し

な
い
。

（
17）
　
土
ロ

永
一

九

九
八

a

は

こ

の

問
題

に
つ

い

て、
「

「

王
」

を
僭

称

し

な
が

ら

実
は

諸

　

　
侯
に

過
ぎ
な

い

君
主
が

そ

の

位
を

私
的
に

譲
る

こ

と
は

許
さ

れ

ぬ

と

す
る」

理

解

　

　
と
は

別

に
、

「

王
は、

そ

れ

を

越
え
る

「
天」

に

は

服
さ

ね

ば

な
ら

ず、

こ

の

天

　

　
の

命
あ
る
い

は

意
志
に

反
し

て

恣
意

的
に

位
を

譲
る
こ

と

ぱ

で

き

ぬ

と

す
る」

理

　

　
解
の

可
能
性
を

指

摘
し．
「

孟

子
は

こ

こ

で

は

そ

の

い

ず
れ

の

立

場
に

た
っ

て

の

　

　
燕
の

禅

譲
へ

の

批

判
で

あ

る

の

かn

そ

の

立

脚
点
が

は
っ

き

り
し

な
い
」

と

す

　

　
る

。

（
18）
　
、

九

七
四

年
か

ら

七

八

年
に

か

け

発

掘
さ

れ

た

中
山

王

国
の

陵

墓
。

詳

細
は

　

　「
文
物
』

　一

九

七
九

年
一

期

に

報

告
さ

れ

て
い

る
。

〔
19）
　

方

壷
銘
文

に
つ

い

て

は
、

張

守
中
「

中

山
土

畧
器

文

字
編
』

（
中

華
書

局、
一

　

　
九
八
一

年〉

お

よ

び

小
南
一

九
八

五

の

釈
文
に

依
り
つ

つ
、

筆
者
の

判

断
に

よ

り

　

　
仮
借

字
な
ど

を

通
行
の

文

字
に

改
め

た
。

「

唯
十

四

年、

中

山
王
響
…

…

適
遭

燕

　

　
君
子
噌

不
顧
大

義、

不
救

諸
侯、

而

臣
宗

易
位、

以

内
絶
召

公

之

業、

乏

其
先
土

　

　
之
祭
祀、

外
之

則
将
使
上

勤
於
天

子
之
廟、

而
退
與

諸
侯
歯
長

於
会
同。

則

上

逆

　

　
於
天、

下

不
順
於
人

也．、

寡
人
非
之。

貯
日、

為
人

臣
而
返
臣

其
宗、

不

祥

莫
大

　

　
焉。

将
與

吾
君
並
立

於
階、

歯
長
於

会
同、

則
臣
不
忍

見
也．、
」

〔
20）
　
漢
代
の

解
釈
で

あ
る

が、
「
周

礼』

春

官
大
宗
伯
に

　

　
　

春

見
日

朝、

夏

見

日

宗、

秋

見

日

覲、

冬

見
日

遇、

時
見

口

会、

殷

見
日

　

　
　

同
。
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孟

子
に

お
け

る

世

襲
王

朝
擁

護
論

　

　
と

見
え、

鄭

注
は

　

　

　

此

六

礼

者、

以

諸
侯
見
王

為
文

。

　

　

　

覲

之
言

勤
也

。

欲
其
勤
王

之
事

。

　

　
な

ど
と

解
す
る．、

（
21）
　
一

九

九

三

年
に

湖

北
省
荊
門

市
の

「
郭
店
一

号
楚
墓」

よ

り

発
見
さ
れ

た，

い

　

　
わ

ゆ

る

「

郭

店
楚

簡
」

に

含

ま
れ

る

新

発

見
の

文

献
で

あ
る
。

い

う
ま
で

も

な

　

　
く、

郭
店

楚
簡
に

含
ま

れ
る

文
献
す
べ

て

は
、

郭
店
一

号
楚
墓
の

造
営
よ

り
も
以

　

　
前
に

成

書
し

て

い

た
と

考
え
ら

れ

る
。

ま

た

同

墓
の

造
営
年

代
に

つ

い

て

は
、

戦

　

　
国
中

期

お

よ

そ
紀
元

前
三
百

年
前
後
で

あ
る

と

す
る

の

が

考
古

学
的
な

定
説
で

あ

　

　
り、

筆
者
は
こ

れ
を

否
定
す
べ

き
論

拠
を

持
た

な

い
。

考
古

学
的
な
知

見
に

従

う

　

　
限
り、
『
唐

虞
之
道』

を

含
む

郭

店
楚
簡

文

献
す
べ

て

の

成

書
年

代
は
、

前一．一
百

　

　
年
頃

よ

り
以

前
と
な

る
。

ま
た、

少
な

く
と

も

「

白

起
抜
郢
」

の

年

代、

す
な

わ

　

　
ち
郭

店
一

号
楚
墓

周
辺
地
域
が

楚
か
ら

秦
に

奪

取
さ

れ

た
年
と

さ
れ
る

前
二

七

八

　

　
年
よ

り

以

降
に、

こ

の

地
域
に

楚
墓
が

造

営
さ

れ

楚
の

貴
族
が

埋
葬
さ

れ

た

と

は

　

　
想
定
し

が

た
い

。

　

　

　
『

唐
虞

之
道』

の

内

容
よ

り

見
る

と
、

子
噌
や

子
之
ら

の

敗
死

（
前
三
一

四

年）

　

　
よ

り

も

以

降
に、

禅
譲
を
い

わ

ば
無

邪
気
に

賛

美
す

る

『

唐
虞
之
道』

の

ご

と

き

　

　
文
献

が

成

立
す

る
可

能

性
は

低
い
。

『

孟

子
』

や

方

壷
銘

が

譲
国

事
件
を

承
け

て

　

　
い

る

の

に

対

し
て、
『
唐
虞

之
道』

は、

よ

り

古
い

時
代

に

属
す
る

資

料
と

考
え

　

　
る
べ

き

で

あ
ろ

う
。

　

　

　
し

か

し

日

本
の
一

部

論
者
か
ら
は、

主
と

し

て

思
想

史
的
な

観
点、

つ

ま

り

郭

　

　
店

楚
簡
に

見
え
る

思
想
を

戦
国

末
期
以

降
の

も
の

と

考
え
る
べ

き
だ、

と

の

判
断

　

　
か

ら

出

発
し

て、

逆
に

郭
店
一

号
楚
墓
の

造

営
年
代
を

戦
国
末

期
以

降

に

引
き

ド

　

　
げ
よ

う
と

す

る

説
が

提
出

さ

れ

て

い

る
。

こ

の

よ

う

な、

い

わ

ば

「
郭

店
秦

簡
」

　

　
説
を

補

強
し
て
い

く
た

め

に

は、

考
古

学
的
な

知
見
を

単
純
に

無
視
す

る

だ

け
で

　

　
は

な

く、

郭

店
一

号
墓
を

含
む

周
辺
の

楚
墓
（
紀
年

副
葬
品
が

出
土

し

た

陵
墓

も

　

　
含
む）

の

編

年
を

再

構
成
し、

ま

た

「
白
起

抜
郢
」

の

年
代
を

戦
国

末
期
以

降
に

　

ま
で

引
き
下

げ
る

と
い

っ

た
操

作
を

積

極
的
に

提

示

し

て

い

く

必
要
が

あ
ろ

う。

　

　

ま

た

他

方
に

は
、

郭
店
一

号
楚
墓
の

被
葬
者
が

文

献
を

入

手
し
て

か

ら

下
葬
さ

　

　
れ

る

ま

で

の

期
間、

ま
た

原

著
が

成
立
し

て

か

ら

写
本
が

流

布
す
る

ま
で

に

必
要

　
　

な

期

間
な

ど

と

し

て

各
々

数
十
年
を
想

定
し、

郭
店
楚
簡
文

献
の

成

書
年
代
を

戦

　

　
国

前
期
や

春
秋

末
期
に

ま
で

遡

ら

せ

よ

う
と

す

る

説
も
あ
る

が
、

た

だ

ち
に

は

従

　

　
い

難
い
。

同
墓
の

造
営
時

期
は、

こ

れ

ら

文

献
の

成

書
年
代
の

下

限

を

示
す
に

す

　
　

ぎ

な

い

も

の

と
し

て

取
り

扱
う
の

が

穏
当
で

あ

ろ

う
。

（
22）
　
「
唐
虞
之

道
』

本

文
に

つ

い

て

は、

張
光
祐
『
郭
店
楚
簡

研
究
文
字

篇』
（
芸
文

　
　

印
書
館、
一

九
九

九
年）

の

釈
文
に

依
り
つ

つ

、

筆
者
の

判
断
に

よ

り
仮

借
字
な

　

　
ど

を

通

行
の

文

字
に

改
め

た
。

（
23）
　
「
荀

子』

成

相
篇
は
、

「

請

成

相、

道

聖
王

。」

と

し

て
、

堯
が

「

挙

舜
酬

畝、

　

　
任

之
天

下、

身

休
息。
」

し

た

こ

と

を

な
ど

讃

え
て

い

る。

こ

の

こ

と

は

却
っ

　

　
て、

成
相
篇
が

荀
卿

本
来
の

思

想
か

ら

乖

離
す
る

後
次
的
な

も
の

で

あ
る

こ

と

の

　

　
傍

証
と

な
ろ

う
。

（
24）
　
「

檀

譲
」

に

つ

い

て、

楊

注
が

「
擣、

與

禅

同
。

」

と

す
る

の

は

粗
。

な

お、

　

　「
春
秋

繁
露
』

に

「

堯
舜

不
擅
移
湯

武
不

専
殺
」

篇
が

あ
る

。

　

　

　
ま

た

『

荀
子
』

は

下
記
の

よ

う
に

述
べ

て

お

り
、

王
・

諸
侯
位
が

世
襲
さ

れ

な

　

　
い

こ

と

を

積
極
的
に

容
認
す

る
。

　

　

　
　
雖
王

公
士

大
夫
之
子

孫
也、

不

能

属
於
礼
義、

則
帰
之
庶
人。

雖
庶

人

之

子

　

　

　
　
孫

也
、

積
文

学、

正

身

行、

能

属

於

礼

義、

則

帰

之

卿

相
士

大
夫。
〔『
荀

　

　

　
　
子』

王
制）

　

　

　
李

論
文
は

正

論
篇
に
つ

い

て

「
身
分

秩
序
を
越

え

て

天

子
と
な

る

こ

と

は

決
し

　

　
て

認
め

ら

れ
て

い

な

い
」

コ、一
公
以
上

の

身

分
で

な
い

と

天

子
と

な
る

資

格
は

そ

　

　
も
そ

も

な
い

と
い

う
旺

論
篇

の

論
理
か

ら

推
測

す
る

と
、

舜
は

そ

も
そ

も

天

子
と

　

　
な
る

資

格
さ
え

な
い

こ

と

に

な
る。
」

と

す
る

が、

正

論

篇
の

「

聖

王

在
上、

決

　

　
徳
而

定
次

、

量
能
而

授
官。
」

と

い

う
前

提
を

無

視
し

た

も
の

で

あ
る。

（
25）
　
『

荀

子
』

正

論

篇
が

批
判
し

て

い

る

対
象
が

『

唐
虞
之
道』

そ
の

も
の

で

あ
る
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叮

能
性
に
つ

い

て

は、

王

博
「

関

於

『

唐

虞
之
道』

的
幾
個

問
題」
へ
『

文

献
論
集

　

簡

帛

思

想
』 、

台

湾
古

籍

出

版

公

司、

二

〇

〇
一

年）

が

す
で

に

指

摘

し

て

い

　

　
る。

　

　

な

お、

荀
卿
の

活
躍
時
期
は

戦

国
末
期
だ

と

す
る

の

が
通

説
だ
が、
『
韓

非
〜

』

　

難
三

篇
に

は、

燕
王

子
噌

や

子
之

ら
と

苟

卿
と
を

同
時

代
人

と

す

る

説

話
が

見

　

え、

ま
た
『
塩
鉄

論』

毀

学
篇
に

は、

李
斯
が
統
一

秦
帝

国
の

丞

相

と

な
っ

た
後

　

　
に

ま

で

荀

卿
が

生

存
し
て
い

た

と
す

る

説
話
が
見
え

る
。

（
26）
　『
史

記
』

孟

子
荀
卿

列
伝
は
、

孟

子
に
つ

い

て

「

受

業
子
思
之

門
人。
」

と

す
る

　

　
が、
「
史
記
索

隠
』

引
王

劭
説
は

「
人
」

を
衍

字
だ

と
す
る

。

「

漢
書』

芸

文
志
は

　

　
孟

子

を
「
子
思

弟

子
。」

と

し、

趙

注

序
も

孟

子

を

子
思

直

伝
の

弟

子
だ

と

す

　

　
る。

（
27）
　
た

と

え
ば

『

荀

子』

非
十
二

子
篇

は

「
子
思
・

孟

軻
」

を

非
難
し

て

「

案
往
旧

　

　
造

説、

謂

之
五

行
。

甚
僻

違
而

無

類、

幽

隠
而

無
説、

閉
約

而

無
解。
」

と

す

る

　

　
が、

従
来
こ

の

「

五

行
」

が

何
を

指
す
の

か

不
明
で

あ
っ

た。

し

か

し、
一

九

七

　

　一、】
年
に

長

沙
馬
王

堆
よ

り
出

土

し

た

「

五

行
』

が

仁
・

義
・

礼
・
知
・
聖
を

「

五

　

行」

と
し

て

称
揚
し

て
い

た

こ

と、
「
孟

子』

尽

心

下

篇
が

仁
・
義
・
礼
・

知
・

　

　
聖

（
人）

を

列
挙
す
る

こ

と、

お

よ

び

馬
王

堆
『

五

行
』

と
ほ

ぼ

同

内
容
の

『

五

　

　
行』

が
郭

店
一

号

楚
墓
よ
り

出
土

し

た

こ

と、

な
ど
に

よ
っ

て、
「
子
思
・
孟

軻
」

　

　
の

「

説
」

だ

と

い

う
「

五

行」

が

仁
・
義
・

礼
・
知
・

聖
を

指
す
ら

し

き
こ

と、

　

　
お

よ

び
こ

の

「

説
」

の

由
来
が

「
孟

子
』

以

前
に

遡

る

と

い

う
こ

と

が、

ほ

ぼ

明

　

　
ら

か

と
な
っ

た
。

（
28）
　

李
論

文
は、
『

唐
虞
之

道
』

に

つ

い

て

「

子
思

学
派

の

作
と

主

張
す
る

説
に

従

　

　
う

な

ら
ば、

子
思

や

そ
の

後
学
と

孟

子
は

当
時
鋭
く

対
立
し

て

い

た

と

せ

ね
ば

な

　

　
ら

な
い
。

」

と

正
し

く

指
摘

す
る。

し
か

し
李
は、

そ

の

よ

う
な

対
立

が

あ
っ

た

　

　
は

ず
は

な
い
、

と

の

前
提

か

ら、
『

唐

虞
之
道』

の

作
者
に
つ

い

て

「

子
思

学

派

　

　
や

思
孟

学
派
説
が

も
は

や

成

り
立
た

な

い

こ

と

は
、

こ

れ

以
上

議
論
の

余
地
が

な

　

　
い

と

思
わ

れ

る
。

」

と

断
じ、

最

終
的
に

は

『
唐
虞

之

道
』

を
『
荀

予』

以

降
の

孟
子
に

お

け
る

世

襲
王

朝
擁

護
論

　
　

儒
者
の

手
に

出
る

も

の

と

結
論、
づ

け
る

。

（
29）
　

郭

店
楚

簡
『

六

徳
』

は、

明
確
に

「
仁、

内

也
。

義、

外

也
。」

と

主

張
し

て

　
　
い

る。

ま
た

『

孟

子
』

告

f
上

篇
は、
「

仁、

内
也、

非

外
也。

義、

外
也、

非

　
　

内
也

。

」

と
い

う
告
子

説
を

否
定
し
よ

う
と
試
み

て

い

る．

（
30）
　

金
谷

治
「
「

荀

子』

の

文

献
学
的

研

究
」

（
「
日

本
学

士

院
紀

要
』

九

−
一
、
一

　
　
九

五
一

年）

は
、

成

相
篇
が

『

荀
子
』

に

付
加
さ

れ

た

の

は

前

漢
の

韓
嬰
よ

り
以

　
　

降
だ

と

推
定
す
る

。
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